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アメリカの政策を知る上で切り離すことができない、アメリカ・キリスト教。
その歴史を、「ピューリタンたちによるイギリス人植民地の誕生」から「バイ
デン大統領の時代」まで、専門用語をなるべく避け、初学者にもわかりやす
く解説。アメリカ文化のみならず、日本各地の教会やキリスト教主義学校、
病院の背景、さらには、世界情勢を知る鍵にもなる一冊。
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